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 第二言語習得研究のうち、主に言語処理過程についての実証研究を

行っています。学習者はどのような単位で音声言語を処理しているの

か、どのような音韻的手がかりを用いて心的辞書における語彙表象と

の照合を行っているのか、またその音声言語認識のメカニズムは母語

話者とどのように違うのかについて探っています。話し言葉の処理だ

けでなく、書き言葉の処理についても共同研究を行い、一定の成果を

あげることができました。 

 研究以外のライフワークとして、バイオリンを弾き続けています。



子供のころスズキ・メソードでバイオ

リンを習い始めてから、大学ではオー

ケストラでコンサートマスターを務

め、留学先でも現地のオケに所属して

いました。就職してからも職場の人た

ちとピアノクインテットや弦楽四重

奏などの室内楽を楽しんだり、アマチ

ュアオケで年２回の演奏会に出演し

たりしています。環境が変わっても、

一緒に合奏できる仲間が必ず見つか

るというのが楽器の魅力です。また、楽器が弾けるようになる過程と

言葉を習得する過程はよく似ており、習得研究について考える上でも

役にたっています。例えば、音楽にも言葉にもフレーズがありますが、

様々な単位のフレーズを意識して、練習方法を工夫することにより、

より流暢な処理ができるようになります。音楽と言語の関係について

はここでは書ききれませんので、興味のある方はぜひ一緒に研究をし

ましょう。 
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 高専人コースでは、現職の英

語教員や、今後何らかの形で英

語の指導にあたる方を受け入れ

ています。英語を教えるには

様々な方法がありますが、その

方法にはどのような効果がある

のでしょうか。読むのが得意な

学習者と不得意な学習者では、

何が違うのでしょうか。文法項

目の定着と語彙知識にはどのような関係があるのでしょうか。第二言

語習得研究では、教える側の立場から考えるのではなく、言葉の習得

にあたっている学習者の中で何が起こっているのかという、学習者の

立場から現象を説明します。例えば英語の上級者と初級者の学習スト

ラテジーや言語処理方法を比べることにより、初級学習者の抱えてい

る問題点が明らかとなり、どのように指導すればよいかが見えてきま

す。また、二つの教え方が学習者のアウトプットにどのような違いを

もたらすかを比べることにより、より良い教授法を見出すことにつな

がります。第二言語習得研究では、どのような要因が学習に影響を与

えるかについて検証するため、学習者の言葉のサンプルを集めたり、
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実験によりデータを集めたりする必要があります。将来英語を教える

立場に立つ人も、自ら学習者として継続する人も、第二言語習得のメ

カニズムについて大学院で勉強することはきっと役に立つと思いま

す。（アメリカ言語文化講座の受験生へのメッセージもあわせて御覧

ください。） 

 


